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Is the Euthalia monina larva venomous? 
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Abstract We examined fifth instar larvae of Euthalia monina and E. byakko of the Lao P.D.R. for venomous 
properties by observation of the form of the larval spines and a contact experiment of the spines to human skin. 


On the basis of our results, we suggested that E. monina spines contain a venomous liquid. 
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序 文 


Euthalia 属 の 幼虫 の 外観 は 一 般 に いわ ゆる 「 ゲ ジ ゲ ジ 様 」 
ZEL, 体 節 ご と に 1 対 の 長い 功 突 起 が 付属 し て いる . Z 
DRZI FAHOBMICWUCBY), いか に も 毒性 を 持つ か 
の よう で ある . 筆者 ら は この こと を 調べ る た め に , ラ オス で 
採集 し た モニ ナイ ナ ズ マ Euthalia monina (Moore, 1859) の 終 
齢 ($ 齢 ) Me Ex y 34 + XVEuthalia byakko Uehara 
& Yoshida, 1995 OSH ko CH OBRELRLE 
の ち , これ ら 効 虫 の 一 を 直接 被験 者 の 皮膚 に 触れ させ , KR 
症 が 起こ る か どう か を 調べ , 毒性 の 有無 を 検証 し た . 以下 
に その 結果 を 報告 する . 


材料 お よび 方 法 

材料 と し て ラオ ス 産 Euthalia monina 終 齢 (5 齢 ) SH (Fig. 
la) +E. byakko 5 齢 効 虫 (Fig.1b) HOZ. REOR 
6 齢 で ある が (Wakahara et al., 2011), 比較 の た め に 3$ 齢 を 使 
用 し , 両 種 の 齢 数 を 揃え た . 


形態 は 肉眼 お よび 実体 顕微 鏡 に よる 観察 を 行っ た 後 、 デ 
ジタル カメ ラ に よっ て 撮影 記録 し た . 


実験 方 法 は 万 ogg で は 食 樹 の アカ メガ シワ の 葉 表 で 静 
EF AEZ, E. byakko は 同様 に Lithocarpus (Pasania) sp. の 
葉 表 で 静止 する 幼虫 を , 各々 葉 に 付着 させ た まま 被験 者 (S0 
i, 男性 ) の 左前 腕 部 前 面 ( 掌 側 ) に 数 秒間 軽く 付着 きせ 
る こと に より 行っ た (Higs 3, 4). この 操作 に より 幼虫 育 部 
の すべ て の 球 を 被験 者 の 皮膚 表面 に 触れ させ た . 記録 は , 付 
着 さ せ た 有 瞬間 を 0 時 間 と し て , その 後 一 定時 間 ご と に 同 部 位 
を 写真 撮影 し , 皮膚 表面 の 変化 の 様子 を 記録 し , あわ せ て 


商 痛 や 療 み の 有無 を 梓 験 者 か ら 聞 き 取 っ た . 


実験 に 使用 し た 幼 昌 は その まま 飼育 下 で 羽化 させ , 種 の 
同定 を 行っ Te 


ti R 
形態 


両 種 と も に 基本 的 な 形態 に 大 き な 違 い は な く , Euthalia 属 幼 
虫 に 典型 的 な も の で ある . し か し , E. moninaD $R IL BER 
様 の 黄色 部 を 持つ も の が 数 多く 認め られ る (1 個体 当たり 
約 120 個 : Fig. la 赤 矢 印 ) の に 対し , E. の go で は ほとん 
ど 認 め ら れ な か っ た (Fig. 1b). この 部 分 を 実体 顕微 鏡 に よ 
りさ ら に 詳し く 観 察する と , FROMO TMB? PRA 
に 明瞭 な 黄色 の 球状 部 が ある こと が 確認 で きた (Fig. 2a 
赤 矢 印 , Fig. 2b). これ は , マダ ラガ 科 Zygaenidae 効 虫 の 毒 
RIZAL ST SDS, 毒液 貯蔵 部 と 考え られ る 球状 部 が 束 の 基 
部 に ある (川本 ほか , 1984. 夏秋 , 2003) と いう 点 が 本 種 
と は 異な る . 仮に この 部 分 に 毒液 が 含ま れ , 東 の 先端 部 か 
ら 放 出さ れる の で あれ ば , E. oz の 球 に は 毒性 が あり , E. 
akko の 吾 に は その よう な 性 質 が な いと いう 可能 性 が 考え 
られ る . 


毒性 検査 実験 


被験 者 は 50 歳 の 男性 で , ラオ ス 国 内 の 森林 に お いて 頻繁 に 
採集 活動 を 行い , 上 記 2 種 の 幼虫 と の 接触 も 数 回 に わた り 
経験 し て いる . 
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Fig. 1 a) Euthalia monina SR) E. 食 樹 は アカ メガ シワ . REPPE 


の 黄色 球状 部 を 指す . ( 若 原 撮影 ).b) E. byakko 5 齢 効 虫 . 食 樹 は 
Lithocarpus (Pasania) sp. (宮本 撮影 ). 





i 


Fig. 2 a) E. monina SRJYB EARE. 矢印 が 黄色 球状 部 . ( 若 原 撮 
影 ) b) E. monina 5 齢 幼虫 黄色 球状 部 . 先端 の や や 基部 側 に 位置 し 
て いる ( 若 原 撮影 ). 
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Fig. 3 E. monina S 齢 効 昌 を 使用 し た 毒性 検査 実験 . a) が 付着 前 . b) が 付着 
させ た 瞬間 で . この 時 点 を 「0] と し .c が 「10 min.J, d)d* [24 hr.」, e) 
が |「48hr」 の 様子 を 示す ( 若 原 撮影). 






Fig. 4 E. byakko 5 齢 幼虫 を 使用 し た 毒性 検査 実験 . a) が 付着 前 .b) を 「0」 
と し ,c) が [4.5 hr.J, DH [49 hr | T, これ 以降 も 皮膚 に は 紅玉 や 膨 疹 , 
療 み 等 の 皮膚 秋 は まっ た く 生 じ な か っ た (二村 撮影 ). 


1) E. monina も な いし だ い に 洋 み も 発生 し た . 


虫 体 と の 接触 に より 軽い 痛み が 生じ , 実験 開始 後 10 分 で , 2) E. byakko 
7 ISDS ia 1 7 追う 、 ラー Be L bbe ve 
BOW SIAL AE BA LAG (Fig 30), EBD Emonina と 同じ 方 法 で 実験 を 行い , 7 日 目 ま で 観察 を 継続 
ご と に 進行 し , 24 時 間 後 に は この 部 分 全体 が 幼虫 の 形 に 浮 a ESCO nee 50 
. a (is poe e し た . 虫 体 に 付着 きせ た 直後 に 軽い 疲 痛 を 感じ た が , そ 
き 出 て きた (Fig. 3d). 紅斑 と 膨 疹 は 48 時 間 後 に 最も 顕著 に の 後 付 着 部 皮膚 に は 紅 と 膨 疹 。 準 み は 認め られ な か っ た 
な り (Fig.3e), 120 時 間 (5H) 後に ほぼ 消失 し た . (Fig. 4) ý j ti = 7 


次 痛 は 実験 開始 直後 か ら 認め られ ., 紅斑 と 膨 疹 の 進行 に と 
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考 g な 生態 が 明らか に な る こと が 期待 され る . 
今回 の 観察 と 実験 に より , 以下 の 事実 が あき ら か に な っ た . M 3 
に až? < 素性 が ae 
EN ncra ee eaaie ATAF F aY RAO RS ORI EES Da E 


が 認め られ た が E byakko SHES RZ 
い . 


(2) E. monina 5 齢 幼虫 は 被験 者 の 皮膚 に 導 痛 を も た ら す と 
ee OC 
$ 日 後に ほほ 消失 し た . —HE. byakko sith) h TUROK 
J oe 紅斑 と 膨 疹 , PEABO DNEPR. 


今回 の 実験 は 両 種 と も に 1 個体 を 使用 し た 1 回 の み の 実 験 で 
ある か ら , 結論 的 な こと は 述べ が た い . し か し な が ら そ の 
こと を 踏ま を えた うえ で , な お (1) (2) の 結果 は E monina 5% 
幼虫 の 商 に ある 種 の 毒性 が 認め られ る の で は な いか , LW 
うき わ め て 興味 深い 事実 を 示し , それ が 背部 の 球 に 存在 す 
る 黄色 の 球状 部 と 関わ る こと を 示唆 し て いる . 既に 述べ た 
と お り , 毒 純 を 持つ 種 と し て は イラ ガ 占 や マダ ラガ 類 が よ 

く 知 られ て いる が , 皮膚 に 触れ た 有 瞬間 の 痛み は イラ ガ 類 で 
は 激痛 を 感じ る が マダ ラガ 類 は より 軽い と され る (川本 ら , 
1984; 夏秋 , 2003). 本 種 の 場合 は 束 に 触れ た 瞬間 の 痛み の 
程度 は 軽く , マダ ラガ 類 に よる 反応 に 近い と 考え られ る . 
また 紅斑 と 膨 疹 , 準 み が 消失 する まで 5 日 間 を 要 し た が マダ 
ラガ 科 に よる 症例 で は 准 み の 治癒 に 7-10 日 間 を 要する と 
いう 報告 が あり , 本 種 の 場合 と ほぼ 一 致す る (川本 ・ 滝 野 , 
1984). また 今回 の 実験 に お ける 被験 者 は 過去 数 回 に わた 
り 同様 の 経験 を し て いる こと か ら , 紅斑 や 膨 疹 , HARE 
期 に わた り 認 め ら れ た の は , 夏秋 が 指摘 し て いる よう に ( 夏 
$k, 2003) 遅延 型 ア レル ギー 反応 に よる 可能 性 が 強く 示唆 
され る . 


また 炎 の 黄色 球状 部 を は と ん ど 持 た な い ぢ byakko SiS B 
で は 接触 に よる 皮膚 の 軽い 痛み は あっ た も の の , TORE 
ROBE, 療 み が まっ た く 〈 く 認め ら れ な か っ た こと か ら , こ 
の 毒性 を 有する と 思わ れる 分 泌 物 が , 隷 の 一 部 に 認め られ 
る | 黄色 の 膨大 部 ] に 貯蔵 され て いる 可能 性 が 示唆 され た . 


タテ ハチ ョ ツウ 科 Nymphalidae 幼 虫 の 毒性 に つい て は Vanessa 
(アカ タテ ハ 属 ) と Euvanessa ($4) 7 FEE) OF 
に よる 例 (Maschwitz and Kloft, 1971) や タテ ハモ ドキ や ル 
リタ テハ の 幼虫 の 例 (川本 ・ 滝 野 , 1984) が 報告 され て い 
る が , 毒 混 の 形態 の 比較 は な され て いな い . また Euthalia 属 
幼 昌 に お ける 毒性 の 報告 例 は 未だ な い . また , ルリ タテ 
ハ や ツマ グロ ヒョウ モン , ヤエヤマ ムラ サキ 等 の 幼虫 に も 
WORAN, これ に 触れ る と 軽い 皮膚 疾 を 生じ る こと が 
ある が , この 場合 は 毒性 に よる も の で は な く , 単に 物理 的 
な 刺激 に よる も の と 思わ れる . ちの go の 幼虫 に よる 実験 
に お いて も, 貝 体 に 接触 時 に 軽い 疲 痛 を 感じ た が , これ も 
同様 な 現象 と 考え られ る . 


今後 本 種 に よる 実験 例 (皮膚 炎 の 既往 の 無い 被験 者 に よる 
実験 を 含む ) を 増やす と 同時 に 他 の Euthalia 属 効 虫 に つい 
て も 同様 の 実験 を 試み る と と も に , MORABREORME 
観察 お よび 毒液 の 化学 分 析 を 行う こと で , 本 属 幼虫 の 新た 


ょ ほとん ど 認 め ら れ な 


うか を 調べ る た め に , モニ ナイ ナ ズ マ Euthalia monina} 

ビ ャ ッ コ イナ ズ マ byakko 各 々 5 齢 幼虫 の 形態 を 観察 し , 

の 男性 ) の 皮膚 へ 直接 触れ させ る 方 法 
に より 度 膚 炎 発 症 の 有無 を 確認 する 実験 を 行っ た . 


2 態 観察 の 結果 , E. oz の 幼虫 背面 の 球 に 黄色 の 球状 
部 が 多数 認め られ る の に 対し , 互 byakko に は ほとん ど 認 め 
られ な いこ と が 判明 し た . 


さら に , 被験 者 の 前 腕 部 に 虫 体 を 付着 さき せる 実験 で , E. 
moninaq で は 貝 体 が 皮膚 に 触れ る と 疲 痛 を も た らし , 10 分 後 
に 早く も 付着 部 皮膚 に 皮膚 偽 ( 涯 み を 伴う 紅斑 や 膨 疹 ) が 
出現 し , 48 時 間 後 に は それ が 幼虫 の 形 に 浮き 出る ほど 進行 
Lk. 結局 . これ ら の 症状 が 消失 する まで に 120 時 間 (5 日 
間 ) 以上 を 要 し た . これ は 既に 毒 東 に よる 皮膚 炎 の 発症 が 
報告 され て いる マダ ラガ 科 2Zygaenidae 幼 虫 に よる 反応 に 近 
いと 考え られ た . 一 方 , 選 byakko で は 皮膚 に その よう な 変 
化 は まっ た く 認 め ら れ な か っ た . 


以上 の 結果 か ら , E. monina SSH ORD 5 BRAID E 
れる 可能 性 が 示さ れ , これ が , 背部 の 練 に ある 黄色 の 球状 
部 に 含ま れ て いる 可能 性 が ある こと が 示唆 され た . 一 方 5 
byakko 5 齢 幼虫 に は その よう な こと が な か っ た と いう 事実 
は , 毒 球 が Euthalia 属 効 虫 すべ て に 存在 する も の で は な い 
こと を 示し て いる . 
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Summary 
The authors examined fifth instar larvae of two Euthalia species, 
E. monina and E. byakko for venomous properties. We confirmed 
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that there are many yellow bulbs near the tip of the spines of This result demonstrates that the spines of E. monina 5th instar 
E. monina larva, but few on the spines of E. byakko. When we larvae have a venomous property causing dermatitis (erythema 
reported a contact experiment with human skin (the forearm of and urticarial lesions with itchy sensation) to human skin. It is 
a 50 years old male) with the spines of E. monina larva, the skin suggested that a venomous liquid the possibly contained in the 
began to swell from ten minutes later and 48 hours later showed yellow bulb of the spines of E. monina Sth instar larvae. 

a mark in the shape of the larva. On the other hand, E. byakko 

larva did not show such an inflammation. (Received October 16, 2013. Accepted May 23, 2014) 
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